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rー 町 の 人 口 

~ 人 口 9,318人 （増28) 

男 4,455人 （増15) 

女 4,863人 （増13) 

世帯数 2,918世帯（増2) 

出生 15人 転入 53人 

死亡 7人 転出 33人 

(52年11月末日現在） 
 ノ 

( ）内は前月との増減 

（市場保育所の子どもたち・12月16日） 

1978 （午） 

あけまして おめでとうございます 
冷たい若水で顔を洗い、ひきしまったほほはほんのリとそよぐ暖かい湯気。コマツ菜に 

ダイコン、カツォブシとコンブのだし汁。お雑煮のふたを開けると初春の香りがプーンと 

立ちのぽってきます。 明けましておめでとうございます。昭和53年をめでたく迎えまし 

た。今年こそ落ち着いた平和な年でありますよう祈念いたします。 （写真）は子どもたち 

の見守るなか、お母さん方が楽しそうに“もちつき，，をしているところです。 



(3） 第180 り・ 昭和53年1月1日 か い け あ
 

報
 

広
 

第180り 昭和53年1月1日 か い け あ
 

報
 

広
 

暴平ー家 
m んさム森lし呂志 

難舞 

餌麗 

言響 
禰ぎ 

永 輝 田l 池
 

住
民
生
活
の
安
定
を
め
ざ
す
 

「
同
対
法
」
と
「
四
事
業
」
 

長
 

の
強
化
廷
長
 

町議会議長 早 麻 

昭
和
五
＋
三
年
の
新
春
を
迎
え
町
民
 

l希望の1978年’安心、して住める明るい住みよい町にノ、 

、上野白雲ラインより飯塚方面を望む。 ノ 

明
る
い
田
園
都
市
 

を
目
ざ
し
て
 

昭
和
五
十
三
年
の
年
頭
に
あ
た
り
町
 

議
会
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
一
」
 

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

！ 
ト
‘
・
 

皆
様
と
と
も
に
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

こ
の
と
こ
ろ
日
本
経
済
は
全
国
的
な
 

不
況
と
円
高
に
よ
り
企
業
の
倒
産
が
多
 

く
、
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
大
き
な
打
 

撃
を
与
え
、
昨
年
は
ま
こ
と
に
苦
し
い
 

日
々
を
送
ら
れ
た
こ
と
と
推
察
い
た
し
 

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
町
の
財
 

政
事
情
も
き
び
し
い
年
で
あ
り
、
住
民
 

福
祉
に
こ
た
え
る
べ
き
事
業
も
十
分
に
 

出
来
ず
、
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
公
営
住
 

宅
の
建
設
、
学
校
の
新
改
築
、
道
路
の
 

整
備
、
工
場
団
地
の
造
成
、
総
合
グ
ラ
 

ウ
ン
ド
の
整
備
、
ボ
タ
山
災
害
防
止
事
 

業
、
地
区
下
排
水
、
失
業
対
策
事
業
、
 

同
和
対
策
事
業
な
ど
、
広
範
に
わ
た
っ
 

て
事
業
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

今
年
は
本
町
に
と
っ
て
は
、
ま
た
一
 

段
と
き
び
し
い
経
費
節
減
の
年
に
な
る
 

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
赤
字
解
消
と
 

健
全
財
政
を
堅
持
し
、
住
民
生
活
の
安
 

定
を
目
ぎ
す
こ
と
を
柱
と
し
て
、
財
源
 

確
保
に
最
大
の
努
力
を
は
ら
い
た
い
と
 

存
じ
ま
す
。
 

ま
ず
、
四
事
業
（
緊
就
、
開
就
、
特
 

開
、
失
対
）
の
強
化
特
に
工
場
団
地
 

造
成
や
道
路
の
整
備
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
 

ド
の
整
備
及
び
同
和
対
策
特
別
措
置
法
 

の
強
化
延
長
を
よ
り
一
層
、
全
住
民
一
 

体
の
運
動
と
し
て
政
府
に
む
け
て
陳
情
 

し
、
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
 

り
ま
す
。
 

ま
た
、
教
育
施
設
の
整
備
充
実
、
上
 

水
道
や
下
水
路
の
整
備
、
商
工
業
や
農
 

林
畜
産
業
な
ど
安
定
さ
せ
る
た
め
の
事
 

業
も
そ
れ
ぞ
れ
充
実
拡
大
を
は
か
リ
た
 

い
と
考
え
て
お
リ
ま
す
。
 

国
の
子
算
は
、
今
年
も
十
五
カ
月
の
 

予
算
編
成
を
し
て
お
り
、
公
共
事
業
と
 

福
祉
増
進
に
重
点
を
お
い
て
い
る
よ
う
 

に
あ
り
ま
す
。
 

本
町
も
住
民
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
 

た
め
に
も
四
事
業
と
社
会
福
祉
に
力
を
 

そ
そ
ぎ
、
産
炭
地
の
実
情
と
住
民
一
人
 

ひ
と
り
の
生
の
声
を
国
、
県
に
対
し
訴
 

え
、
懸
命
に
努
力
を
続
け
て
い
く
覚
悟
 

で
あ
リ
ま
す
。
 

明
る
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り
と
地
方
 

自
治
財
政
の
確
立
を
将
来
に
む
け
目
指
 

し
て
い
く
上
に
も
、
町
民
皆
様
の
ご
理
 

解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
 

げ
ま
す
。
 

今
年
は
町
民
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
 

ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら
 

お
祈
り
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
 

た
し
ま
す
。
 

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え
る
に
あ
 

た
り
、
町
民
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
 

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

昨
年
は
日
本
経
済
の
大
き
な
変
動
の
 

内
に
世
界
経
済
を
大
き
く
揺
れ
動
か
し
、
 

企
業
倒
産
は
目
を
お
お
う
ほ
ど
の
も
の
 

で
あ
り
ま
し
た
。
 

本
町
も
そ
の
あ
お
り
を
受
け
、
町
財
 

政
の
危
機
は
免
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
 

現
状
に
あ
り
ま
す
が
、
我
々
町
議
会
と
 

し
て
も
側
面
的
に
努
力
し
、
地
方
自
治
、
 

地
方
財
政
の
確
立
に
努
力
し
て
ま
い
り
 

ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
三
年
は
、
ま
ず
「
同
対
法
」
 

4
支
所
（
男
子
チ
ー
ム
）
ー
‘
下
 

5F
、
戸
ン
ジ
』
 

に

優

 勝
 

15
 

支
所
（
女
子
チ
ー
ム
）
ィ
 
月
 

ー

 
第
9

回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
ー
 

十
一
月
一
一
十
七
日
（
日
）
町
民
会
館
体
 

（
優
勝
し
た
 15
 

支
所
チ
ー
ム
・
 
11
 

月
 27
 

日） 

育
館
に
お
い
て
、
第
九
回
町
民
バ
レ
ー
 

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
前
回
（
八
回
）
大
会
よ
り
も
 

参
加
チ
ー
ム
が
急
増
し
た
た
め
、
男
子
 

チ
ー
ム
は
町
民
会
館
体
育
館
、
女
子
チ
 

ー
ム
は
上
野
小
学
校
体
育
館
（
二
回
戦
 

ま
で
）
準
決
勝
か
ら
は
町
民
会
館
体
育
 

館
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
男
子
チ
ー
ム
 

は
四
支
所
、
女
子
チ
ー
ム
は
十
五
支
所
 

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
 

〈
男
子
チ
ー
ム
〉
 

上
上
ー
 

四支所J
五
H
 16 

支
所
 

18 

支
所
 

8
支
所
 

4
支
所
 

19 

支
所
 

10 

支
所
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〈
女
子
チ
ー
ム
〉
 

十
五
支
所
 

か弓庁 
8
支
所
 

4
支
所
 

14 

支
所
 

12 

支
所
 

7
支
所
 

19 

支
所
（
不
参
 

18 

支
所
 

10 

支
所
 

15 

支
所
 

〇
優
勝
男
子
チ
ー
ム
の
声
 

「
優
勝
」
こ
の
言
葉
を
思
う
と
よ
く
 

こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
た
も
の
だ
と
思
う
。
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
中
学
・
高
校
時
代
 

に
し
か
に
ぎ
っ
た
こ
と
の
な
い
私
た
ち
 

が、 

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
の
練
習
を
み
て
 

及
び
「
四
事
業
」
の
強
化
延
長
を
ス
ロ
 

ー
ガ
ン
に
町
議
会
と
し
て
は
、
な
お
一
 

層
明
る
い
田
園
都
市
を
目
ざ
し
、
町
の
 

将
来
の
展
望
を
見
い
だ
す
べ
く
町
行
政
 

と
一
致
協
力
し
、
国
、
県
に
対
し
対
処
 

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

住
民
の
皆
様
の
生
活
安
定
と
産
炭
地
 

域
と
し
て
の
今
後
の
問
題
に
つ
き
ま
し
 

て
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
 

の
問
題
と
し
て
町
議
会
並
び
に
町
行
政
 

と
一
丸
と
な
り
、
地
方
自
治
、
町
財
政
 

確
立
に
遭
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
 

す。 ど
う
か
、
町
政
に
対
す
る
皆
様
の
）
」
 

, 

！

ノ

 

ー
I
J
 

か
ら
に
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

前
々
回
に
優
勝
し
た
時
は
混
合
チ
ー
 

ム
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
四
支
所
の
青
 

年
会
を
中
心
に
九
人
で
戦
っ
た
だ
け
に
 

こ
と
さ
ら
に
よ
く
や
っ
た
と
思
う
。
こ
 

れ
も
マ
マ
さ
ん
選
手
、
青
年
会
、
ま
た
 

区
長
、
公
民
館
長
、
四
支
所
の
住
民
皆
 

さ
ん
の
理
解
と
援
助
の
お
か
げ
で
す
。
 

〇
優
勝
女
子
チ
ー
ム
の
声
 

秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ー
般
女
子
の
部
 

で
優
勝
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。
 

思
え
ば
伏
原
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
が
生
 

ま
れ
た
の
は
四
年
前
の
こ
と
。
し
か
し
 

ボ
ー
ル
を
持
つ
の
は
は
じ
め
て
と
か
十
 

旭
年
ぶ
リ
と
か
い
う
人
ば
か
り
で
、
レ
べ
 

ル
は
ま
ち
ま
ち
で
し
た
。
 

毎
週
一
回
、
伏
原
か
ら
町
民
会
館
ま
 

で
雨
、
風
、
雪
の
日
も
練
習
に
通
っ
た
 

か
い
あ
っ
て
力
は
だ
ん
だ
ん
向
上
、
こ
 

れ
も
監
督
や
コ
ー
チ
、
ま
た
練
習
相
手
 

を
し
て
下
さ
っ
た
伏
原
青
年
団
の
人
た
 

ち
の
お
か
げ
で
す
。
そ
れ
に
主
人
た
ち
 

の
協
力
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
優
勝
し
た
喜
び
を
忘
れ
ず
に
、
 

こ
れ
か
ら
も
週
一
回
の
練
習
を
大
切
に
 

私
た
ち
の
健
康
増
進
と
親
睦
の
た
め
に
 

頑
張
り
ま
す
。
 

※
正
月
松
の
内
も
と
れ
た
頃
、
バ
レ
 

ー
部
で
は
審
判
講
習
会
や
「
栄
養
と
体
 

力
に
つ
い
て
」
等
皆
さ
ん
方
の
健
康
増
 

進
の
た
め
の
講
座
を
開
く
予
定
に
し
て
 

い
ま
す
の
で
、
そ
の
時
は
誘
い
合
っ
て
 

参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
 

ま
す
。
 

（
体
協
バ
レ
ー
部
）
 

理
解
と
ご
協
力
を
賜
リ
ま
す
よ
う
お
願
 

い
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
 

つ
と
い
た
し
ま
す
。
 

あ
け
ま
し
て
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

赤
池
町
役
場
 

赤
池
町
議
会
 

赤
池
町
教
育
委
員
会
 

赤
池
町
農
業
委
員
会
 

赤
池
町
選
挙
管
理
委
員
会
 

☆
 

和
名
 
睦
月
（
む
つ
き
）
 

年
の
は
じ
め
に
家
庭
や
多
く
の
人
び
 

と
が
、
互
い
に
睦
み
あ
い
を
か
さ
ね
る
 

こ
と
を
略
し
た
も
の
。
 

1
日
（
日
）
 

元
旦
・
初
詣
・
歳
旦
祭
 

少
年
法
施
行
の
日
 

メ
ー
ト
ル
法
施
行
（
昭
 34 

) 

2
日
（
月
）
初
荷
・
書
き
ぞ
め
・
初
夢
 

皇
居
一
般
参
賀
 

3
日
（
火
）
 

福
岡
管
崎
宮
玉
せ
せ
り
 

4
日
（
水
）
 

官
庁
ご
用
始
め
 

6
日
（
金
）
 

小
寒
 

7
日
（
土
）
 

七
草
 

8
日
（
日
）
 

消
防
出
初
式
（
中
学
校
於
）
 

9
日
（
月
）
 

学
校
始
業
 

11 

日
（
水
）
 

鏡
開
き
 

15 

日
（
日
）
 

成
人
の
日
・
小
正
月
・
お
 

年
玉
年
賀
は
が
き
抽
選
会
 

家
庭
の
日
 

17 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
 

行
政
相
談
日
 

（
役
場
旧
第
二
公
民
館
）
 

20 

日
（
金
）
大
寒
・
自
動
式
電
話
初
め
 

て
東
京
京
橋
局
に
設
置
 

、
く
に
】
）
 

27 

日
（
金
）
 

国
旗
制
定
記
念
日
ー
ン
1
』 

▽
目
標
の
な
い
人
生
は
暗
い
 

目
標
に
向
か
っ
て
前
進
せ
よ
△
 



(5） 第180号 け 昭和53年1月1日 （4) し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第180号 昭和53年1月1日 け し、 カ、 あ
 

報
 

広
 

財

政

事

情

公

表

 

51
 

年
度
決
算
・
 
52
 

年
度
（
上
半
期
）
予
算
執
行
状
況
 

昭
和
五
十
一
年
度
決
算
及
び
昭
和
五
 

十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
の
上
半
期
（
 

四
月
ー
九
月
末
）
ま
で
に
お
け
る
歳
入
 

歳
出
予
算
の
執
行
状
況
を
中
心
に
し
て
、
 

そ
の
概
要
を
公
表
い
た
し
ま
す
。
 

【
昭
和
五
十
】
年
度
一
般
会
計
決
算
及
 

び
特
別
会
計
決
算
状
況
】
 

ー
一
般
会
計
ー
 

昭
和
五
十
一
生
毒
区
一
般
会
計
の
決
算
 

は
、
歳
入
二
十
八
億
二
千
七
十
二
万
五
 

千
円
、
歳
出
二
十
八
億
八
千
四
百
十
五
 

万
円
、
そ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
差
引
六
 

千
三
百
四
十
二
万
五
千
円
の
赤
字
決
算
 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

町
税
決
算
額
は
一
億
九
百
十
三
万
四
 

千
円
で
、
歳
入
総
額
に
対
し
て
三
・
九
 

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
三
割
自
 

治
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。
 

町
税
の
税
目
別
区
分
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

〇
町
民
税
 
五
千
五
百
十
五
万
二
千
円
 

〇
固
定
資
産
税
 
二
千
九
百
二
十
一
万
 

八
千
円
 

〇
軽
自
動
車
税
 
三
百
五
十
五
万
六
千
 

円
 

〇
た
ば
こ
消
費
税
 

一
千
四
百
九
十
万
 

三
千
円
 

〇
電
気
税
 
六
百
三
十
万
五
千
円
 

昭和51年度一般会計款別歳入歳出決算状況 

（歳 入） （歳 出） （単位千円） 

区 分 予算額 決算額 構成比 区 分 予算額 決算額 構成比 

1 ．町 税 107, 579 109,134 3.9 1 ．議 会 費 37,843 37,698 1.3 

2 ．地 方 譲 与 税 8,425 9,238 0.3 2 ．総 務 費 191,524 184, 556 6.4 

3 ．娯楽施設利用税交付金 438 413 3 ．民 生 費 525,056 429,038 15.0 

4 ．自動車取得税交付金 9,619 10,343 0.4 4 ．衛 生 費 75,533 68,606 2.4 

5 ．地 方 交 付 税 835,230 828,587 29.4 5 ．労 働 費 731,847 721,194 25.0 

6 ．交通安全対策特別交付金 620 646 6 ．農 林 水 産 業 費 185, 525 179,052 6.2 

7，分担金及び負担金 33,553 34,421 1.2 7 ．商 工 費 4,008 3,789 0.1 

8．使用料及び手数料 16,909 16,219 0.6 8 ．土 木 費 485,041 419,748 14.6 

9 ．国 庫 支 出 金 920,900 823,957 29.2 9 ．消 防 費 41,773 41,599 1.4 

10．県 支 出 金 372,273 365,612 13.0 10．教 育 費 265,094 254, 355 8.8 

11．財 産 収 入 81,120 2,125 0.1 11．災 害 復 旧 費 183, 364 182,748 6.3 

12．寄 付 金 2,001 2 200 0.1 12．公 債 費 246,888 243,645 8.4 

13，繰 入 金 1 13．諸 支 出 金 90,788 89,462 3.1 

14．繰 越 金 1 14．予 備 費 1,960 

15．諸 収 入 76,635 44,230 1.7 15．繰 上 充 用 金 28,660 28,660 1.0 

16．町 債 629,600 573,800 20.3 

合 計 3,094,904 2,820,725 100.0 合 計 3,094,904 2,884,150 100.0 

、 

〇
（
計
）
 

一
億
九
百
十
三
万
四
千
円
 

ー
特
別
会
計
ー
 

昭
和
五
十
一
年
度
に
お
い
て
は
七
つ
 

の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
決
 

算
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。
 

【
昭
和
五
十
二
年
度
一
般
 

会
計
予
算
執
行
状
況
（
 

上
半
期
分
）
】
 

別
表
に
示
し
た
と
お
り
 

で
す
。
 

(4.3%) 
12,962円 

町税（3.9%) 

住民1人当たりの 11,824円 
ニ ー 
目的別支出観及ひ蔵人状況 町

民

負

担

の

状

況

 

’声 
化 

地方交付税 

(29.4%) 
89,771円 

県支出金 
(13.0%) 
39.611円 

町 債 
(20.2%) 

62, 167円 

歳入決算 
住民1人当たり 

305,604円 

（注）人ロは住民基本 

台帳人口とし、昭和 

52年3 月31日現在の 

9,230人を用いた。 
消防費 
(1.4%) 
4,507円 

〕 

国庫支出金 
(29.2%) 

89,269円 

民生費 
(14.9%) 
46,483円 

教育費、 
(8.8%)、 

労働費 
(25.1%) 

78,136円」 

} 

山 
その他 
(1.1%) 
3,516円 

ツ 

衛生費 
(2.4%) 
7,433円 

土木費（縄護矛 
(14・6%) 、 ノ 

45,477円 乙 

蹴2%)蒜 
(6.4%) 19,995円 

撃 

冬 
衛 
費 

(8.4%) 
26,397円 

S52. 9 . 30) 0J 
ノ
I
ー
 般会計予算執行状況 昭和52年度 

議会費 
(1.3%) 4,084円 

（単位千円） （歳 出） 入） （歳 

区 分 予算額 収入済額 執行率 区 分 予算額 支出済額 執行率 

1 ．町 税 113,001 61,875 54.8 1 ．議 会 費 38,422 17,891 46.6 

2 ．地 方 譲 与 税 7,947 3,655 46.0 2 ．総 務 費 193,802 85,175 43.9 

3 ．娯楽施設利用税交付金 597 199 33.3 3 ．民 生 費 745,156 186,788 25,1 

4 ．自動車取得税交付金 9,635 4,308 44 .7 4 ，・衛 生 費 66,450 33,988 51.1 

5 ．地 方 交 付 税 908, 370 605,075 66.6 5 ．労 働 費 611,520 169,008 27.6 

6 ．交通安全対策特別交付金 740 6 ．農 林 水 産 業 費 173,026 40,837 23.6 

7．分担金及び負担金 50,617 22,027 43.5 7 ．商 ：r 費 5,644 2,505 44. 4 

8．使用料及び手数料 17,290 7,688 44.5 8 ．土 木 費 347,478 54,633 15.7 

9 ，国 庫 支 出 金 821,695 186, 509 22.7 9 ．消 防 費 30,752 22,992 74.8 

10．県 支 出 金 415,748 22,215 5.3 10．教 育 費 283,796 86,197 30.4 

11．財 産 収 入 2,226 690 31.0 11．災 害 復 ~日 費 277, 309 5,470 2.0 

12．寄 付 金 1 12．公 債 費 216,158 114,403 0 
n
くu 

【
h
u
 ‘ノ 

13．繰 入 金 1 13，諸 支 出 金 47,832 24,515 51.3 

14．繰 越 金 1 14，予 備 費 2,000 

15．諸 収 入 115,076 14,562 12.7 15．繰 上 充 用 金 70,000 

16，町 債 646,400 

歳 入 合 計 3,109,345 928,803 29.9 歳 出 合 計 3,109,345 844,402 27.2 

' 

な
お
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
 

⑨
事
業
費
総
額
十
六
億
六
千
九
百
二
十
 

六
万
二
千
円
（
構
成
比
 57 

・9
%) 

▼
一
般
公
共
事
業
（
九
億
五
千
三
百
三
 

十
六
万
三
千
円
）
 

※
ボ
タ
山
災
害
防
止
工
事
 
※
鉱
害
 

復
旧
（
下
水
道
）
工
事
 
※
一
般
失
 

業
対
策
事
業
 
※
緊
急
就
労
対
策
（
 

道
路
改
良
舗
装
）
事
業
 
※
産
炭
地
 

域
開
発
就
労
（
工
場
団
地
造
成
）
事
 

業
 
※
特
定
地
域
開
発
就
労
（
総
合
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
）
事
業
 

▼
公
営
住
宅
建
設
事
業
（
三
千
三
百
四
 

十
六
万
八
千
円
）
老
人
身
障
向
九
戸
 

▼
義
務
教
育
施
設
整
備
事
業
（
六
千
九
 

百
八
万
八
千
円
）
上
野
校
新
改
築
 

▼
一
般
単
独
事
業
（
一
千
七
百
七
十
一
一
 

万
七
千
円
）
集
会
所
・
地
区
下
排
水
 

▼
災
害
復
旧
事
業
（
一
千
五
百
三
十
七
 

万
一
千
円
）
赤
池
中
学
校
・
道
路
 

▼
過
疎
対
策
事
業
（
一
億
三
百
九
十
五
 

万
四
千
円
）
道
路
 

▼
同
和
対
策
事
業
（
四
億
三
千
八
百
五
 

十
五
万
七
千
円
）
 

※
道
路
改
良
舗
装
工
事
 
※
水
路
改
 

良
工
事
 
※
下
排
水
路
整
備
工
事
 

※
上
野
橋
架
設
工
事
 
※
か
ん
が
い
 

施
設
工
事
 
※
大
型
共
同
作
業
場
建
 

設
工
事
 
※
防
火
水
槽
設
置
工
事
 

※
農
機
具
購
入
及
び
保
管
庫
建
設
工
 

事
 
※
同
和
向
公
営
住
宅
建
設
工
事
 

▼
電
源
立
地
促
進
事
業
（
三
千
四
十
五
 

万
七
千
円
）
道
路
 

▼
そ
の
他
事
業
（
七
百
二
十
七
万
七
千
 

円） 

昭和51年度特別会計決算状況 
（単位千円） 

区 分 
歳 入 歳 出 歳入歳出 

差 引 額 予 算 額 決 算 額 比 率 予 算 額 決 算 額 比 率 

町 立 病 院 事 業 355,477 325,608 91.6 355,477 351,667 98.9 L\26, 059 

上 水 道 事 業 57,570 45,885 79.7 57,570 90,130 156.6 L44, 245 

国民健康保険事業 159,252 146,751 92 .2 159,252 139,970 87.9 6,781 

赤池橋架設準備積立金 711 711 100.0 711 711 100.0 0 

上野簡易水道事業 18,710 14,608 78.1 18,710 14,413 77.0 195 

住宅改修資金貸付事業 22,701 22,664 99.8 22,701 21,371 94.1 1,293 

地 域 開 発 事 業 31,434 31,435 100.0 31,434 31,433 99.9 2 

ノ 



(7) 昭和53年1月1日 か し、 け あ
 

報
 

広
 

第180り 昭和53年1月1日 か い け あ
 

報
 

広
 

新
年
の
交
通
事
故
防
止
を
ノ
 

新
年
を
迎
え
、
今
年
も
交
通
規
則
を
 

す
る
こ
と
な
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
 

守
り
無
事
、
一
年
間
交
通
事
故
に
遭
遇
 

【
飲
酒
運
転
を
追
放
す
る
】
 

酒酔運転厳禁「正月だから」は許されません 

転
し
な
い
。
 

又
車
を
運
 

転
す
る
人
 

に
は
酒
を
 

飲
ま
せ
な
 

い。 
【
交
通
規
則
 

を
守
る
】
 

交
通
規
則
 

は
お
互
い
 

が
自
ら
進
 

ん
で
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
一
件
 

で
も
、
一
人
で
も
交
通
事
故
を
な
く
 

す
た
め
に
は
、
交
通
規
則
を
守
る
以
 

外
に
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

【
悪
質
危
険
な
運
転
者
を
排
除
す
る
】
 

交
通
規
則
を
無
視
し
、
他
人
に
著
し
 

い
危
険
や
）
委
恐
を
か
け
る
運
転
者
は
 

な
る
べ
く
さ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん
。
お
互
い
の
協
力
で
監
視
す
る
と
 

共
に
警
察
へ
通
報
し
て
下
さ
い
。
 

【
踏
切
り
で
は
安
全
確
認
を
す
る
】
 

人
も
車
も
一
旦
停
止
、
左
右
の
安
全
 

確
認
を
忘
れ
ず
に
。
警
報
機
や
し
ゃ
 

断
機
の
な
い
踏
切
り
は
特
に
注
意
が
 

必
要
で
す
。
狭
い
踏
切
り
は
車
で
無
 

理
に
通
ら
ず
、
ま
わ
り
道
こ
そ
安
全
 

が
守
ら
れ
ま
す
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

通行止めのお知らせ 

ー県道八幡～赤池線の一区間 

1 月10日～3月31日まで 

上
野
橋
架
設
工
事
に
伴
い
、
 

一
月
十
 

日
よ
り
三
月
三
十
一
日
ま
で
県
道
八
幡
 

ー
赤
池
線
の
一
区
間
が
全
面
通
行
止
め
 

に
な
り
ま
す
。
 

、 

つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
 

は
大
変
ご
沫
銭
心
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
 

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

〈
通
行
止
め
区
間
〉
 

」
、
，
ノ
 

'

 

、
 

12 

月

例

会

 

「
写
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
納
会
」
 

最
優
秀
作
家
賞
に
桑
野
さ
ん
 

十
二
月
九
日
（
金
）
町
民
会
館
に
お
い
 

な
会
員
を
表
彰
し
、
賞
状
、
楯
、
記
念
 

て
、
昭
和
五
十
二
生
山
区
の
事
業
報
告
、
 

品
を
贈
っ
た
。
 

五
十
「
亙
・
度
の
計
画
を
樹
て
、
来
年
も
 

〇
最
優
秀
作
家
賞
 
桑
野
博
明
 

益
々
作
画
向
上
に
向
け
頑
張
る
こ
と
を
 

〇
年
度
賞
 
三
宅
嘉
一
 

約
東
し
納
会
と
し
た
。
 

〇
」
皿
毒
区
賞
 

戸
塚
栄
太
郎
 

な
お
今
年
度
作
画
に
努
力
し
た
優
秀
 

〇
奨
励
賞
 
」
両
勝
一
 

ん
 

さ
 

典
 

史
 

日
 

住
 J

 
ム
 

」
 

、
ー
ノ
 

、R
ー 

●灯油苦情処ご理窓口―覧 

く灯油についての業界に対する苦情相談は灯油相詔範斤へ＞ 

灯油に関する苦情や相談に応じるために業界の協力を得て県下各地区に 「灯油相談所」 を設けましたので、 

どうぞ御利用ください。 

● ガソI)ンスタンドに対する苦情 相談は 

福岡県石油商業組合 

（福岡地区）福岡支部 福岡市中央区渡辺通2丁目1 -82 T E L (092) 751-5 6 6 7 

（北九州地区）北九州支部 北九州市小倉北区浅野町2 -15 - 1 T E L (093) 521-2 6 8 1 

（筑豊地区）筑豊支部 嘉穂郡穂波町忠隈 105- 1 T E L (09482) 2 - 7 8 9 0 

● 農協に対する苦情・相談は 

福岡県購買販売農業協同組合連合会 

福 岡 総 合 事 業 所 福岡市東区大字箱崎字松田571 TEL (092) 611-8540 

直 方 総 合 事 業 所 直方市大字頓野字羽高2777のl TEL (09492) 4 -601 1 

● 米穀店等に対する苦情・相談は 

福岡県食糧販売協同組合連合会 福岡市中央区天神4丁目6 -7 TEL (992) 771-1731 

● 燃料店に対する苦情・相談は 

福岡県燃料商業組合連合会 

西日本農林物産株式会社 福岡市博多区奈良屋町10-2 TEL (092) 291-3579 

岡 槽i i商 店 北九州市小倉北区馬イ昔町3 - 7 -83 T E L (093) 521-4 6 9 8 

● 煉炭店等に対する苦情・相談は 

九州煉炭工業会 

九外は然米斗イ朱式会社 久留米市縄手町3 5 0 T E L (0942) 33-2 2 8 7 

, 

) 

今
月
は
一
年
間
の
し
め
く
く
り
と
し
 

て
会
発
足
以
来
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
 

住
田
史
典
さ
ん
（
福
岡
県
美
術
協
会
員
 

福
岡
二
科
所
属
）
の
作
品
で
す
。
 

「
ド
リ
ー
ム
』
 
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
 

ぎ
て
し
ま
っ
た
夏
休
み
、
楽
し
い
想
い
 

出
が
一
杯
つ
ま
っ
た
カ
バ
ン
を
抱
い
て
 

晩
夏
の
日
差
し
の
中
に
、
も
っ
少
し
た
 

た
ず
ん
で
い
た
い
。
息
子
を
モ
デ
ル
に
 

し
た
私
自
身
の
少
年
の
頃
へ
の
ノ
ス
タ
 

ル
ジ
ア
で
も
あ
る
。
 

（
住
田
）
 

国
民
年
金
だ
よ
り
 

「
成
人
の
日
」
と
国
民
年
金
 

一
月
十
五
日
は
「
成
人
の
日
」
。
こ
 

の
日
、
日
本
全
国
で
約
百
六
十
万
人
の
 

満
二
十
歳
の
成
人
が
社
会
人
と
し
て
巣
 

立
っ
て
い
き
ま
す
。
 

選
挙
権
を
初
め
、
酒
、
タ
バ
コ
も
解
 

禁
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
将
来
の
生
活
 

を
守
る
国
民
年
金
に
も
加
入
で
き
る
よ
 

う
に
な
り
ま
す
。
 

「
年
金
」
と
い
い
ま
す
と
、
ま
だ
ま
 

だ
先
の
こ
と
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
 

で
す
が
、
将
来
受
け
取
る
年
金
は
加
入
 

が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
有
利
で
す
。
 

満
二
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ら
国
 

民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
 

う
。
た
だ
し
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
 

的
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
必
要
あ
 

り
ま
せ
ん
。
 

定
額
保
険
料
は
五
十
三
年
三
月
ま
で
 

J
 
ー
 

は
ー
カ
月
二
千
二
百
円
で
す
。
五
十
三
 

年
四
月
か
ら
は
二
千
七
百
三
十
円
と
な
 

り
ま
す
。
年
金
額
は
物
価
の
変
動
（
五
 

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
）
に
応
じ
て
自
動
的
 

に
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
ま
す
か
ら
目
減
り
の
 

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

他
の
公
的
年
金
と
は
 

①
厚
生
」
皿
ム
皿
保
険
 

②
船
員
保
険
 
③
 

恩
給
 
④
国
家
（
地
方
）
公
務
員
共
済
 

組
合
 
⑤
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
 

⑥
公
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合
 

⑦
農
林
漁
業
団
体
職
貝
共
済
組
合
 
⑧
 

国
会
議
貝
互
助
年
金
 

保
険
料
の
免
除
制
度
 

生
活
が
苦
し
く
、
か
け
金
を
納
め
ら
 

れ
な
く
な
っ
た
方
（
強
制
加
入
者
の
み
）
 

に
は
、
か
け
金
免
除
の
し
く
み
が
あ
り
 

ま
す
。
そ
の
手
続
き
を
し
て
お
く
と
年
 

金
を
受
け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
 

す。 ま
た
、
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
 

て
は
、
将
来
生
活
が
回
復
し
た
時
に
十
 

年
前
ま
で
さ
か
の
ぽ
っ
て
当
時
の
か
け
 

金
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

寡
婦
福
祉
 

貸
付
金
制
度
 

現
在
、
四
十
歳
以
上
の
寡
婦
は
全
国
 

で
約
二
百
四
十
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
し
か
も
年
収
が
六
十
万
円
未
満
 

の
人
が
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
も
い
て
、
 
一 

般
世
帯
と
く
ら
べ
て
そ
の
格
差
が
目
立
 

9
 

ち
ま
す
。
 

そ
こ
で
四
十
歳
以
上
の
寡
婦
を
対
象
 

に
し
た
、
子
ど
も
の
教
育
費
や
生
活
資
 

金
な
ど
十
二
種
類
も
の
「
寡
婦
福
祉
貸
 

付
金
制
度
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

貸
付
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〈
貸
付
け
の
決
定
〉
 

都
道
府
県
知
事
が
貸
付
申
請
書
を
審
 

査
の
う
え
、
決
定
す
る
。
 

〈
償
還
方
法
〉
 

年
賦
、
半
年
賦
ま
た
は
月
賦
償
還
の
 

い
ず
れ
か
に
ょ
る
元
利
均
等
償
還
の
方
 

法
と
す
る
。
た
だ
し
、
い
つ
で
も
繰
上
 

償
還
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

〈
保
証
人
及
び
連
帯
債
務
〉
 

①
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
 

る
人
は
、
保
証
人
を
立
て
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
。
 

②
保
証
人
は
、
貸
付
け
を
受
け
た
者
 

と
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
す
る
も
の
と
 

し
、
そ
の
保
証
債
務
は
違
約
金
も
含
む
 

も
の
と
す
る
。
 

③
寡
婦
が
扶
養
し
て
い
る
子
ど
も
の
 

修
学
資
金
、
就
学
支
度
資
金
の
貸
付
け
 

に
つ
い
て
は
、
そ
の
母
と
子
が
連
帯
債
 

務
を
負
担
す
る
借
主
と
し
て
加
わ
ら
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
福
祉
係
へ
。
 



(9） 第180 り 昭和53年1月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第180 号 

近
代
の
名
匠
達
 

わ
れ
わ
れ
が
常
に
目
標
に
し
て
い
る
 

先
達
の
名
句
を
少
し
掲
げ
て
み
た
い
。
 

ホ
ト
ト
ギ
ス
第
一
黄
金
時
代
の
担
な
 

い
手
、
原
鳶
は
明
治
十
九
年
生
ま
れ
 

で
神
話
の
国
出
雲
の
産
、
俳
聖
と
い
わ
 

れ
た
虚
子
を
し
て
春
の
如
く
夏
の
如
く
 

豪
華
と
言
わ
し
む
る
。
 

〇
高
々
と
蝶
こ
ゆ
る
谷
の
深
さ
か
な
 

石
 
鼎
 

谷
に
さ
し
か
か
っ
た
蝶
が
急
に
高
々
 

と
飛
ん
で
い
る
よ
っ
に
見
え
、
一
つ
層
 

谷
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
、
 
一
片
の
蝶
が
 

谷
の
景
色
を
改
め
締
き
し
め
て
い
る
感
 

,

,

，

・

，

,

‘

．

●

！

 

芸 

趣味の 

盆栽と 

じ
が
す
る
。
 

o
頂
上
や
殊
に
野
菊
の
吹
か
れ
を
り
 

石
 
鼎
 

丘
が
あ
れ
ば
登
っ
て
み
た
い
と
誰
し
 

も
思
う
も
の
で
、
見
は
る
か
す
気
分
は
 

誰
も
が
経
験
ず
み
で
心
地
よ
い
も
の
で
 

あ
る
。
ふ
も
と
の
野
菊
が
吹
か
れ
て
い
 

る
さ
ま
も
心
惹
く
も
の
で
あ
る
。
 

〇
風
呂
の
戸
に
せ
ま
り
て
谷
の
騰
か
な
 

谷
を
見
下
ろ
す
辺
り
の
風
呂
に
浸
っ
 

て
い
る
と
、
折
か
ら
春
月
が
う
す
く
っ
す
ノ
 

と
射
し
、
う
つ
然
と
し
た
茂
み
が
迫
っ
 

て
く
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
 

ど
 
ら
 

か
 
ひ
 
や
も
り
 

〇
淋
し
さ
に
又
銅
鐸
う
っ
や
鹿
火
屋
守
 

さ
っ
さ
と
都
会
へ
出
て
し
ま
っ
者
と
 

故
郷
を
離
れ
難
く
思
い
山
家
暮
ら
し
に
 

甘
ん
じ
て
い
る
者
と
居
る
。
在
所
の
者
 

は
常
に
猪
害
に
悩
ま
さ
れ
、
そ
の
た
め
 

猪
威
し
を
作
り
番
小
屋
で
夜
っ
ぴ
で
簿
 

!
！
・
ニ
一
一
〒
ニ
三
て
ニ
三
●
・
《
」
一
●
《
‘
●
・
ュ
ー
！
て
ニ
！
！
●
ニ
！
!
T
ニ
ニ
！
ニ
！
一
一
一
ニ
！
一
」
・
ニ
ニ
？
ニ
！
！
」
・
ニ
一
一
」
ニ
一
！
●
」
ニ
，
ニ
！!
！・ニ
1一
7
ニ
」
〒
ニ
三
一
 

作
 

5
 

白
い
 市

 
村
 

中
 

五
、
盆
樹
と
鉢
と
の
関
係
 

盆
栽
培
養
の
中
で
最
も
大
切
な
こ
と
 

の
ー
つ
に
鉢
が
あ
り
ま
す
。
更
に
む
ず
 

か
し
い
の
は
鉢
の
大
小
、
ま
た
鉢
の
深
 

さ
、
浅
鉢
等
樹
木
の
関
係
と
い
う
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
は
盆
栽
の
鉢
と
い
い
ま
す
 

昭和53年1月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

、， 

と
、
大
体
の
型
が
決
ま
っ
て
い
て
園
芸
 

店
で
も
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
型
の
鉢
 

し
か
売
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
盆
 

栽
の
鉢
と
し
て
陶
器
鉢
が
あ
り
、
そ
の
 

中
に
培
養
を
目
的
と
し
た
素
焼
鉢
が
あ
 

り
ま
難
像
競
物
嚇
秘
す
鯵
ィ
こ
れ
 

に
は
朱
泥
、
紫
泥
、
鳥
泥
、
白
泥
等
色
 

々
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
に
粕
物
鉢
が
あ
り
、
粕
物
 

鉢
に
は
支
那
焼
も
含
ま
れ
て
お
り
、
日
 

本
製
と
し
て
は
有
田
、
備
前
、
瀬
戸
、
 

常
滑
等
の
粕
物
体
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
 

ら
の
粕
物
焼
の
中
に
は
相
当
な
高
価
な
 

も
の
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
 

ど
ん
な
鉢
に
植
え
て
も
樹
そ
の
も
の
 

、

．

ノ

・

 

、
 

エンゼルクイズ 

【第17回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔間 園 

1 、大相撲九州場所の優勝力士はだれ？ 

④輪島 ⑧北の湖（C）若三杉 

2 . 1977 年ワールドカップ・バレーボー 

ル大会男子の優勝チームは？ 

④ソ連 ⑧ポーランド ⑥日本 

3 、日本の国鳥とは、どんな鳥？ 

④キジ ⑧ォシドリ ⑥ハト 

4 、三味線の弦は3本 さて細くて調子の高 

いのは何番目の糸？ 

④一の糸 ⑧二の糸 ⑥三の糸 

5 、人間の吐く息で、いちばん多い元素は何？ 

④窒素 ⑧酸素 ⑥炭素 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、1 月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

ン例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第16回の解答】 

1 ⑧ 2 ⑥ 3 ⑥ 4 ⑧ 5 ⑧ 

【正解者】 

今回の応募総数23通のうち、正解者はあり 

ませんでした。 

※今回の主なあやまり箇所は、間2のペッパ 

ー警部のところで低）のコショーのところでし 

た。 

j 

火
を
焚
き
、
と
き
に
ド
ラ
を
打
ち
鳴
ら
 

し
て
孤
独
に
耐
え
て
い
る
。
 

石
鼎
の
俳
句
、
そ
の
詩
魂
は
白
秋
を
 

凌
ぐ
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
。
人
間
の
 

真
の
生
き
甲
斐
は
創
意
創
造
活
動
に
あ
 

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
創
造
は
内
に
充
 

実
感
を
満
た
し
、
明
日
へ
の
活
力
の
源
 

と
な
る
。
創
造
の
活
力
本
能
は
誰
に
で
 

も
あ
る
も
の
で
、
た
だ
ぽ
ん
や
り
と
行
 

使
す
る
か
、
よ
り
よ
く
行
使
す
る
か
の
 

違
い
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
 

折
角
の
然
も
短
い
人
生
を
積
極
的
に
 

生
む
、
思
考
す
る
、
或
い
は
創
造
活
動
 

に
真
に
生
き
甲
斐
を
見
い
出
し
た
い
も
 

の
で
あ
る
。
物
欲
だ
け
に
自
己
を
駆
り
 

た
て
る
の
は
何
か
柁
し
い
。
 

※
毎
週
木
曜
日
、
夜
七
時
一
歩
居
に
 

て
句
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
 

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

赤池町成人式 
と き I 月15日(8) AMIO:O0 

ところ 赤池町民会館大ホール 

対象者（器算器21!I）の出生者 
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一
？
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一
一
で
ニ
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の
形
に
は
変
化
が
な
い
の
で
す
が
、
ど
 

ん
な
に
盆
栽
が
名
に
あ
う
銘
品
で
あ
っ
 

て
も
、
も
し
こ
れ
を
植
込
む
べ
き
鉢
が
 

品
質
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
型
に
お
い
 

て
そ
の
樹
に
対
し
て
劣
っ
て
い
て
樹
と
 

の
調
和
を
欠
い
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
 

盆
栽
の
観
賞
価
値
は
数
段
と
劣
っ
て
し
 

ま
う
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
 

長
年
持
ち
込
ん
で
完
成
し
た
盆
栽
を
 

こ
れ
ま
た
最
も
そ
の
樹
に
対
し
て
調
和
 

の
整
っ
た
鉢
合
が
で
き
た
と
し
た
ら
、
 

カ
ミ
シ
モ
 

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
武
士
の
神
姿
と
で
も
 

い
い
ま
し
ょ
う
か
、
も
っ
観
賞
価
値
は
 

万
点
で
、
ど
こ
の
展
示
会
に
出
品
し
て
 

も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
 

確
定
申
告
は
 

3
月
 15 

日
ま
で
に
 

田
川
税
務
署
で
は
一
月
か
ら
昭
和
五
 

十
二
年
分
源
泉
還
付
申
告
の
受
付
を
い
 

た
し
ま
す
。
 

次
の
よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告
を
す
 

る
こ
と
に
よ
り
税
金
が
か
え
り
ま
す
。
 

な
お
、
確
定
申
告
は
二
月
十
六
日
か
 

ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
が
、
還
付
申
 

告
は
一
月
か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
 

で
き
る
だ
け
早
目
に
申
告
し
て
下
さ
い
。
 

こ
の
場
合
、
還
付
に
必
要
な
書
類
は
も
 

・
れ
な
く
添
付
し
て
下
さ
い
。
 

①
五
十
二
年
の
所
得
が
少
な
い
人
で
 

利
子
所
得
や
配
当
所
得
、
原
稿
料
な
ど
 

が
あ
る
人
。
 

②
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医
 

療
控
除
、
寄
付
金
控
除
、
住
宅
取
得
控
 

除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
。
 

③
五
十
二
年
の
中
途
で
退
職
し
た
後
 

就
職
し
な
か
っ
た
人
で
、
年
末
調
整
を
 

受
け
な
か
っ
た
人
。
 

④
予
定
納
税
を
し
て
い
る
人
で
、
確
 

定
申
告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
。
 

公
給
領
収
証
は
必
ず
 

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
 

公
給
領
収
証
に
は
、
料
理
店
、
旅
館
、
 

飲
食
店
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
公
給
領
収
証
は
、
料
理
飲
食
等
 

消
費
税
を
納
め
た
し
る
し
に
お
渡
し
す
 

る
も
の
で
す
か
ら
、
必
ず
受
け
取
っ
て
 

下
さ
い
。
 

料
理
飲
食
等
消
費
税
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

▽
料
亭
、
料
理
店
、
カ
フ
ェ
ー
、
バ
ー
 

こ
れ
は
余
談
で
す
が
、
昨
年
あ
る
雑
 

誌
に
小
品
盆
栽
ば
か
り
の
誌
上
展
示
を
 

み
ま
し
た
。
そ
の
中
に
盆
樹
は
た
し
か
 

モ
ミ
ジ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
持
主
 

の
老
婦
人
の
い
わ
く
に
、
こ
の
樹
は
私
 

が
当
家
に
嫁
に
き
て
す
ぐ
主
人
が
植
え
 

た
も
の
で
、
あ
れ
か
ら
五
十
年
の
歳
月
 

が
経
っ
て
し
か
も
今
な
お
同
じ
鉢
で
こ
 

の
と
お
り
毎
年
春
に
は
新
緑
を
、
そ
し
 

て
秋
に
は
紅
葉
し
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
 

ま
す
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
手
入
れ
さ
 

え
よ
け
れ
ば
同
じ
鉢
に
五
十
年
で
も
百
 

年
で
も
枯
れ
る
こ
と
な
く
生
き
長
ら
え
 

る
こ
と
を
つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

つ
 
づ
 
く
 

り‘， 

) 

余
窮
》
 

胃
の
慰
労
会
を
し
ょ
う
 

あ
な
た
は
胃
が
悪
い
か
ら
と
お
勤
め
 

を
休
ん
だ
こ
と
が
お
あ
り
で
し
ょ
う
か
。
 

き
っ
と
「
胃
が
悪
い
く
ら
い
で
勤
め
を
 

休
め
る
か
」
と
お
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
 

で
も
、
薬
を
飲
み
出
勤
す
る
よ
り
一
日
 

休
み
を
と
っ
て
静
か
に
体
を
休
め
る
ほ
 

う
が
、
は
る
か
に
早
く
回
復
し
ま
す
。
 

の
 

よ
く
バ
ー
な
ど
で
、
胃
の
薬
を
服
み
 

な
が
ら
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
人
が
い
ま
 

す
が
、
こ
ん
な
の
は
も
っ
て
の
ほ
か
、
 

ま
す
ま
す
胃
を
荒
す
ば
か
り
で
す
。
 

炎
症
を
起
し
て
い
な
く
て
も
、
暮
か
 

ら
正
月
と
胃
は
か
な
り
疲
れ
て
い
る
筈
 

で
す
。
こ
こ
ら
で
慰
労
会
を
し
て
あ
げ
 

て
下
さ
い
。
消
化
の
悪
い
も
の
、
刺
激
 

の
強
い
も
の
を
さ
け
て
、
ス
ー
プ
と
か
 

豆
腐
、
白
身
の
魚
、
柔
か
く
脂
肪
の
な
 

い
肉
な
ど
を
少
な
め
に
一
日
四
、
五
回
 

に
分
け
て
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
 

で
す
。
 

た
だ
慰
労
会
と
い
っ
て
も
全
然
食
べ
 

な
い
の
は
か
え
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
・
」
 

う
い
う
負
担
の
か
か
ら
な
い
、
し
か
も
 

栄
養
の
あ
る
も
の
で
優
し
く
日
頃
の
労
 

を
ね
ぎ
ら
っ
て
あ
げ
る
の
が
、
あ
な
た
 

の
胃
に
最
も
よ
ろ
こ
ば
れ
る
贈
り
も
の
 

な
の
で
す
。
 

ギ
ャ
バ
レ
ー
等
は
飲
食
代
金
の
百
分
 

の
十
 

▽
飲
食
店
、
ス
タ
ン
ド
バ
ー
、
喫
茶
店
、
 

旅
館
で
の
飲
食
は
二
千
円
を
超
え
た
 

場
合
、
料
金
の
百
分
の
十
 

▽
旅
館
で
の
宿
泊
は
一
泊
二
食
で
四
千
 

円
を
超
え
た
場
合
、
料
金
（
基
礎
控
 

除
）
千
五
百
円
の
百
分
の
十
 

田
川
財
務
事
務
所
 

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
 

申
請
の
手
続
き
は
ノ
 

最
近
、
海
外
渡
航
者
が
増
加
し
、
そ
 

れ
に
つ
れ
て
旅
券
発
給
事
務
の
照
会
が
 

増
加
し
て
い
ま
す
。
 

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
を
申
請
す
る
 

人
は
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。
な
お
申
 

請
も
受
取
り
も
必
ず
本
人
で
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

▽
必
要
書
類
 

ノ
 

ノ
 

①
一
勝
旅
券
発
給
申
請
書
 
二
通
 

②
戸
籍
抄
（
謄
）
本
 

一
通
 

③
写
真
 
二
葉
（
五
セ
ン
チ
×
五
セ
 

ン
チ
。
上
山
古
勿
。
無
背
景
。
無
帽
）
 

④
渡
航
費
用
を
確
認
す
る
書
類
 

●
観
光
の
場
合
次
の
い
ず
れ
か
ー
つ
 

預
金
通
帳
、
前
年
度
の
源
泉
徴
収
 

票
、
旅
行
引
受
書
 

●
業
務
の
場
合
 

出
張
命
令
書
 

⑤
身
元
を
立
証
す
る
書
類
 

住
民
票
、
官
製
ハ
ガ
キ
、
運
転
免
 

許
証
又
は
健
康
保
険
証
 

⑥
印
か
ん
 

▽
交
付
ま
で
の
所
要
期
間
 

受
付
け
た
日
の
翌
日
か
ら
十
日
目
（
 

当
日
が
公
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
 

）
以
降
に
交
付
し
ま
す
。
 

▽
お
問
合
わ
せ
先
 

福
岡
県
渉
外
課
旅
券
係
 

電
話
〇
九
ニ
ー
七
四
一
ー
三
一
二
六
 

業
 
業
 
業
 
業
 
業
 
業
 
業
 

/ 

福祉センターの行事 

〇〔l『翼昌 9日f 
〇1霧『器器十 

、 

〔福祉バス運行予定日〕 

8 日、15日、22日 

（日 曜 日） 

〔仏教法話会〕 

13日、午前11時 

金金金金金金金 

、ノ お 

礼 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
敬
称
略
 

封
 
福
島
 
ヒ
サ
（
上
小
路
）
 

封
 
富
安
信
一
郎
（
高
尾
）
 

封
 
太
田
 

正
之
（
直
方
市
）
 

封
 
奥
浦
屋
兼
行
（
原
）
 

封
 
原
田
 

公
仁
上
野
病
院
住
宅
内
）
 

封
 
太
田
 
欣
平
（
薬
王
寺
）
 

封
 
高
林
 
晴
美
（
市
場
）
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
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し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

高
等
訓
練
生
の
募
集
 

飯
塚
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
 

五
十
「
左
＋
度
の
訓
練
生
を
次
の
と
お
り
 

募
集
し
ま
す
。
 

▽
科
別
及
び
定
員
（
ー
カ
年
）
 

自
動
車
整
備
科
 
三
十
五
人
 

機
械
製
図
科
 
二
十
人
 

▽
応
募
資
格
 

二
十
五
歳
未
満
で
、
「
高
等
学
校
左
‘
未
 

」
又
は
五
十
三
年
三
月
「
高
等
学
校
 

卒
業
見
込
み
」
の
男
女
 

▽
募
集
期
間
 

一次 

一
月
二
十
日
（
金
）
ま
で
 

二
次
 

三
月
二
十
二
日
（
水
）
ま
で
 

▽
申
込
先
・
間
合
わ
せ
 

飯
塚
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
又
は
最
 

寄
り
の
公
共
職
茎
女
定
所
 

電
話
〇
九
四
八
ニ
ー
 

》
ー
四
〇
一
八
 ー

 

門
司
海
員
学
校
生
徒
募
集
 

国
立
門
司
海
員
学
校
で
は
、
五
十
三
 

年
度
の
生
徒
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
 

す。 ▽
募
集
人
員
 

高
等
科
 
約
七
十
人
 

司
ち
ゅ
う
科
 
約
六
十
人
 

▽
受
験
資
格
 

五
十
三
年
四
月
一
日
現
在
で
十
五
歳
 

以
上
十
九
歳
未
満
の
も
の
、
ま
た
は
 

中
学
校
卒
業
以
上
の
も
の
 

▽
と
き
 
二
月
十
九
日
（
日
）
 

▽
と
こ
ろ
 
北
九
州
市
門
司
区
 

▽
願
書
受
付
期
間
 
二
月
十
日
（
金
）
 

▽
申
込
み
・
間
合
わ
せ
 

門
司
海
員
学
校
（
北
九
州
市
門
司
区
 

白
野
江
町
）
 

電
話
〇
九
「
T
三
四
一
ー
八
一
三
一
 

《

？

《

〈

一

《

（

《

？

《

？

《

一

？

!

？

《

？

《

〈

!

?

 

自
治
医
科
大
学
 

学
生
の
募
集
 

自
治
医
科
大
学
で
は
、
五
十
「
左
尊
「
一
 

の
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
募
集
人
員
 
百
人
 

▽
出
願
資
格
 

高
等
学
校
か
苦
牛
業
し
た
者
お
よ
び
五
 

十
三
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
、
ま
 

た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
 

る
と
認
め
ら
れ
る
者
 

▽
第
一
次
試
験
 
二
月
十
二
日
（
日
）
 

九
時
ー
十
一
時
三
十
分
 

▽
第
二
次
試
験
 
三
月
十
日
（
金
）
 

八
時
五
十
分
ー
十
七
時
十
分
 

▽
願
書
受
付
期
間
 

一
月
二
＋
五
日
ー
二
月
二
日
ま
で
 

▽
申
込
み
・
間
合
わ
せ
 

福
岡
県
衛
生
部
医
務
課
（
福
岡
市
博
 

多
区
中
洲
中
島
町
福
岡
フ
ジ
ラ
ン
ド
 

ビ
ル
内
）
 

電
話
〇
九
ニ
ー
二
九
一
ー
七
五
三
六
 

自

動

車

保

険

相

談

 

「
尖
月
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
 

タ
ー
」
で
は
、
交
通
事
故
被
害
者
加
害
 

者
の
保
険
請
求
方
法
民
事
諸
問
題
の
解
 

決
に
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
 

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

▽
毎
日
（
日
祭
除
く
）
九
時
三
十
分
ー
 

十
六
時
三
十
分
ま
で
 

※
土
曜
日
は
正
午
ま
で
 

▽
弁
護
士
相
談
日
 
毎
週
金
曜
日
十
三
 

時
ー
十
六
時
ま
で
（
無
料
）
 

▽
お
間
合
わ
せ
 

尖
月
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
 

電
話
〇
九
」
T
五
二
一
ー
二
一
四
〇
 

水
道
管
の
凍
結
に
 

ご
用
心
を
ノ
 

例
年
き
ま
っ
て
一
、
二
月
は
水
道
管
 

の
凍
結
で
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
 

裂
し
た
り
し
て
、
あ
わ
て
る
家
庭
が
あ
 

と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
未
然
に
防
止
す
 

る
た
め
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
 

て
下
さ
い
。
 

①
あ
ら
か
じ
め
水
道
管
の
ろ
出
部
に
 

ナ
ワ
か
厚
地
の
布
を
巻
い
て
お
く
。
 

②
も
し
凍
結
し
た
ら
熱
湯
で
な
く
、
 

ぬ
る
ま
湯
を
除
々
に
か
け
る
。
 

③
破
裂
し
た
場
合
は
、
至
急
役
場
水
 

道
課
（
電
話
二
〇
〇
四
）
ま
で
ご
連
絡
 

し
て
下
さ
い
。
 

年末、年始急患診療に従事する在宅当番医編成表 

醗避でと 内 外 科 婦 人 科 

12月31日 

（土曜日） 

田中医院 

（田川市弓削田） 

村田医院 

（田川市古賀町） 

宮永医院 

（川崎町川崎） 

宇都宮医院 

（金田町金田） 

木村医院 

（香春町魚町） 

荘山外院 

（田川市新町） 

金子医院 

（田川市新町） 

1 月1 日 

（日曜日） 

津田医院 

（田川市桜町） 

加治医院 

（田川市栄町） 

南野医院 

（香春町勾金） 

田中医院 

（川崎町安真木） 

柏村医院 

（川崎町田原） 

二田水医院 

（糸田町上糸田） 

八木医院 

（田川市魚町） 

1 月2 日 

（月曜日） 

福井クリニック 

（田川市本町） 

後野医院 

（田川市東町） 

江本医院 

（香春町魚町） 

向野医院 

（川崎町弓折） 

佐々木外科 

（田川市本町） 

庄野外科 

（糸田町糸田） 

中山産婦人科 

（添田町添田） 

1 月3 日 

（火曜日） 

岩谷クリニック 

（田川市本町） 

大谷医院 

（田川市東町） 

池尻病院 

（川崎町池尻） 

松本医院 

（赤村赤） 

宮城病院 

（添田町庄） 

森田外科 

（田川市新橋通り） 

佐々木産婦人科 

（田川市本町） 


